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(57)【要約】
【課題】　既設構造物の下部に転圧装置を容易に挿入出
来、且つ、既設構造物の寸法形状に合わせて、延長部材
の取り付け幅や長さ、及び、転圧板の幅を適宜寸法変更
可能で、且つ、安全性・作業性・メンテナンス性・経済
性に優れた構造物直下型転圧装置を開発・提供する事に
ある。
【解決手段】　主に埋設物及び架空配管支持部材等の既
設構造物の寸法形状に合わせて縦・横・高さ寸法を変更
可能な所定寸法を有する転圧板と、転圧板の上部に係止
して設けた複数の連結部材と振動体を乗駕する為の架台
板とから成り、且つ、埋設物及び架空配管等の支持部材
に合わせて連結部材の長さ寸法を変更可能な所定長さを
有する延長部材と、延長部材の架台板上部に設けて、延
長部材と転圧板に振動を伝播させ地盤を締め固めする振
動体とから成り、且つ、使用時は建設機械等の移動車両
のブーム先端部に係止して使用することを特徴とする。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　地中の埋設物及び架空配管等の支持部材直下の底部地盤を締め固めする転圧装置であ
って、該装置（Ｓ）は主に埋設物及び架空配管支持部材等の既設構造物（ＳＴ）の寸法形
状に合わせて縦・横・高さ寸法を変更可能な所定寸法を有する転圧板（１）と、転圧板の
上部に係止して設けた複数の連結部材（２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）と振動体を乗駕
する為の架台板（２ａ）とから成り、且つ、埋設物及び架空配管等の支持部材に合わせて
連結部材の長さ寸法を変更可能な所定長さを有する延長部材（２）と、延長部材の架台板
上部に設けて、延長部材と転圧板に振動を伝播させ地盤を締め固めする油圧バイプロ等の
振動体（ＨＢ）とから成り、且つ、使用時は建設機械等の移動車両（ＳＣ）のブーム先端
部に係止して使用することを特徴とする構造物直下型転圧装置。
【請求項２】
　　転圧板（１）を延長部材（２）から容易に切り離して、既設構造物（ＳＴ）の下部に
挿入可能に設けたことを特徴とする請求項１記載の構造物直下型転圧装置。
【請求項３】
　　既設構造物（ＳＴ）の直下を連続的に、且つ、転圧幅以上の作業幅を要しないことを
特徴とする構造物直下型転圧装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　この発明は、地中の埋設物（埋設配管）及び架空配管等の支持部材直下の底部地盤を
締め固めする構造物直下型転圧装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　従来、地中の埋設物（埋設管）及び架空配管の支持部材の底部は、仕様書に定められ
た工法により砕石等の敷き均しを行った後、振動ローラ、ダンピングランマー、プレート
ランマー等の転圧作業用重機にて十分な締め固めを行う。
【０００３】
　　しかし、配管の老朽化等による緊急工事、災害による破裂、液状化現象による損傷等
、既設の配管を部分的に交換するか、或いは、隣接する既存配管に並行して補修作業を行
う、或いは、架空配管を現状のまま支持部材のみ補修する等の作業が発生する。
【０００４】
　　又、埋設物（埋設配管）の補修工事の現状としては、交通事情等を考慮して最低限の
開削で行われるダンピングランマーやプレートランマー等で締め固めが十分にできない他
の配管（ガス管、上水管、バルブ、Ｔ字管）等障害が多い為、重機が入らない。又、重機
を管の下部に挿入する為に、十分な掘削を行うと、管の下部は未改良の範囲が増える
【０００５】
　　又、架空配管の補修工事の現状としては、支持部材を補修する場合、重機を挿入する
為の空間を作る必要がある。又、Ｔ字配管やバルブ下の改良が出来ない等の問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
　　これまでに出願されている転圧装置に関する特許文献を、参考の為、紹介する（特許
文献１～４参照）。
【特許文献１】特開２００２－１３８４１０
【特許文献２】特開２００２－１６１５４５
【特許文献３】特開２００３－１４７７５５
【特許文献４】特開２００８－０３８３３８
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　　そこで、上記課題を解決する為に、この発明は既設構造物の下部に転圧装置を容易に
挿入出来、且つ、既設構造物の寸法形状に合わせて、延長部材の取り付け幅や長さ、及び
、転圧板の幅を適宜寸法変更可能で、且つ、安全性・作業性・メンテナンス性・経済性に
優れた構造物直下型転圧装置を開発・提供する事にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　　この課題を解決する為の手段として、主に埋設物及び架空配管支持部材等の既設構造
物の寸法形状に合わせて縦・横・高さ寸法を変更可能な所定寸法を有する転圧板と、転圧
板の上部に係止して設けた複数の連結部材と振動体を乗駕する為の架台板とから成り、且
つ、埋設物及び架空配管等の支持部材に合わせて連結部材の長さ寸法を変更可能な所定長
さを有する延長部材と、延長部材の架台板上部に設けて、延長部材と転圧板に振動を伝播
させ地盤を締め固めする油圧バイプロ等の振動体とから成り、且つ、使用時は建設機械等
の移動車両のブーム先端部に係止して使用することを特徴とするものである。
【０００９】
　　又、転圧板を延長部材から容易に切り離して、既設構造物の下部に挿入可能に設けた
ことを特徴とするものである。
【００１０】
　　又、既設構造物の直下を連続的に、且つ、転圧幅以上の作業幅を要しないことを特徴
とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　　この発明の効果として、主に埋設物及び架空配管支持部材等の既設構造物の寸法形状
に合わせて縦・横・高さ寸法を変更可能な所定寸法を有する転圧板と、転圧板の上部に係
止して設けた複数の連結部材と振動体を乗駕する為の架台板とから成り、且つ、埋設物及
び架空配管等の支持部材に合わせて連結部材の長さ寸法を変更可能な所定長さを有する延
長部材と、延長部材の架台板上部に設けて、延長部材と転圧板に振動を伝播させ地盤を締
め固めする油圧バイプロ等の振動体とから成り、且つ、使用時は建設機械等の移動車両の
ブーム先端部に係止して使用することを特徴とし、又、転圧板を延長部材から容易に切り
離して、既設構造物の下部に挿入可能に設け、又、既設構造物の直下を連続的に、且つ、
転圧幅以上の作業幅を要しないことで、既設構造物の下部に転圧装置を容易に挿入出来、
且つ、既設構造物の寸法形状に合わせて、延長部材の取り付け幅や長さ、及び、転圧板の
幅を適宜寸法変更可能に設け、且つ、安全性・作業性・メンテナンス性・経済性に優れる
等、極めて有益なる効果を奏するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の一実施例を示し、（Ａ）は転圧板の平面図で、（Ｂ）は図１（Ａ）の
ａ－ａ矢視断面図で、（Ｃ）は図１（Ａ）のｂ－ｂ矢視断面図である。　　ある。
【図２】この発明の一実施例を示し、（Ａ）は延長部材の平面図で、（Ｂ）は正面図　で
ある。
【図３】この発明の一実施例を示し、延長部材の側面図である。
【図４】この発明の一実施例を示し、構造物直下型転圧装置の正面図である。
【図５】この発明の一実施例を示し、構造物直下型転圧装置の側面図である。
【図６】この発明の使用例を示し、作業台車に構造物直下型転圧装置を懸架装着して転圧
作業する時の作業手順を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　　この発明を実施するための形態として、地中の埋設物及び架空配管等の支持部材直下
の底部地盤を締め固めする転圧装置であって、該装置（Ｓ）は主に埋設物及び架空配管支
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持部材等の既設構造物（ＳＴ）の寸法形状に合わせて縦・横・高さ寸法を変更可能な所定
寸法を有する転圧板（１）と、転圧板の上部に係止して設けた複数の連結部材（２ｂ）（
２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）と振動体を乗駕する為の架台板（２ａ）とから成り、且つ、埋設
物及び架空配管等の支持部材に合わせて連結部材の長さ寸法を変更可能な所定長さを有す
る延長部材（２）と、延長部材の架台板上部に設けて、延長部材と転圧板に振動を伝播さ
せ地盤を締め固めする油圧バイプロ等の振動体（ＨＢ）とから成り、且つ、使用時は建設
機械等の移動車両（ＳＣ）のブーム先端部に係止して使用することを特徴とする構造物直
下型転圧装置から構成される。
【００１４】
　　又、転圧板（１）を延長部材（２）から容易に切り離して、既設構造物（ＳＴ）の下
部に挿入可能に設けたことを特徴とする構造物直下型転圧装置から構成される。
【００１５】
　　又、既設構造物（ＳＴ）の直下を連続的に、且つ、転圧幅以上の作業幅を要しないこ
とを特徴とする構造物直下型転圧装置から構成される。
【実施例１】
【００１６】
　　そこで、この発明の一実施例を図１～図５に基づいて詳述すると、まず、本発明の構
造物直下型転圧装置（Ｓ）は、主に転圧板（１）と、延長部材（２）と、油圧バイプロ等
の振動体（ＨＢ）とから成り、且つ、転圧板及び延長部材は既設構造物（ＳＴ）の大きさ
（寸法形状）に合わせて適宜変更可能に設けられている。
【００１７】
　　そして、図１（Ａ）（Ｂ）に示すように、転圧板（１）の寸法形状は、板厚ｔ１６×
縦寸法１０００ｍｍ×横寸法１０００ｍｍの矩形状に形成され、全周四辺を約４５度に折
り曲げ形成して強度アップを図り、且つ、転圧板本体（１ａ）上面の左右には、［１００
×５０×ｔ５の溝形鋼（１ｂ）（１ｂ'）を、１２０ｍｍの隙間（１ｃ）（１ｃ'）を設け
て抱き合わせに溶着して設けている。又、前記の左右に設けた１２０ｍｍの隙間部には、
後に述べる延長部材（２）の連結部材（２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）部がそれぞれ挿
着可能に設けられている。
【００１８】
　　続いて、図２（Ａ）（Ｂ）に示す延長部材（２）は、油圧バイプロ等の振動体を乗駕
する為の架台板（２ａ）と、４本の連結部材（２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）（２ｂ）から成り
、且つ、４本の連結部材は、架台板下面左右に溶着して設けた連結部材係止用のブラケッ
ト部に、複数のボルト（Ｂ）・ナット（Ｎ）・ワッシャー（Ｗ）等の係止部材でそれぞれ
螺着するよう設けられている。そして、前記架台板の上面部には振動体を固定する為の係
止穴（２ａ"）を６箇所設けた取付板（２ａ'）が溶着されている。又、前記連結部材の下
部左右には、補強部材を溶着して、転圧板を取付時の強度アップと作業性向上を図ってい
る。次に、前記架台板（２ａ）及び連結部材の寸法形状について説明すると、まず、一方
の架台板（２ａ）は板厚ｔ１６ｍｍ×縦１０００ｍｍ×横寸法１０００ｍｍで、他方の連
結部材（２ｂ）は、Ｈ１００×１００×ｔ６のＨ型鋼を使用し、連結部材の長さは約１２
００ｍｍに設けられている。
【００１９】
　　又、延長部材（２）の上部に設けた架台板（２ａ）の取付板（２ａ'）部には、ト―
メック製の振動体（油圧バイプロ:ＬＨＶ－０４型）を乗駕するよう設けられている。尚
、前記振動体に関しては、これに限定するものではなく、状況に応じて適宜変更すること
も可能である。
【００２０】
　　次に、本装置（Ｓ）の使用方法及び作業手順について概要を説明すると、図６に示す
ように本装置を使用する時は、油圧ショベル等の移動車両（ＳＣ）のブーム先端部に、油
圧バイプロ等の振動体（ＨＢ）を懸架装着する為のエクステンションアーム（ＥＸＡ）を
設け、且つ、該エクステンションアーム（ＥＸＡ）の先端係止部に本装置（Ｓ）を懸架装



(5) JP 2013-28957 A 2013.2.7

10

20

30

40

着して使用するものである。
【００２１】
　　そして、作業手順は、予め、本装置（Ｓ）を係止した油圧ショベル等の移動車両（Ｓ
Ｃ）を、既設構造物（ＳＴ）のある作業位置近傍に移動させて、既設構造物（ＳＴ）の横
にブーム先端を近づけ、ブームを下降させて本装置（Ｓ）から転圧板（１）を外してその
場に下ろし、更に、転圧板（１）を既設構造物の真下に移動させて設置する。続いて、移
動車両（ＳＣ）のブームを伸ばしながら、ブーム先端に係止された本装置（Ｓ）の連結部
材（２ｂ）と転圧板（１）の連結部の位置合せを行い、８個の狭締金具（３）で強固に固
定する。そして、最後に周囲の安全と異常のない事を確認し、振動体（ＨＢ）を作動させ
て転圧作業を行う。
【００２２】
　　図示はしていないが、上記の作業工程を連続して移動しながら繰り返すことで、所定
範囲区域の支持部材直下の底部地盤を締め固めする。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　　この発明の構造物直下型転圧装置は、既設構造物の下部に転圧装置を容易に挿入出来
、且つ、既設構造物の寸法形状に合わせて、延長部材の取り付け幅や長さ、及び、転圧板
の幅を適宜寸法変更可能で、且つ、安全性・作業性・メンテナンス性・経済性に優れてい
る為、製造・販売する事で土木建築関連市場に寄与する点で産業上の利用可能性を有する
。
【符号の説明】
【００２４】
　　　　１　転圧板
　　　　１ａ　転圧板本体
　　　　１ｂ　溝形鋼
　　　　１ｂ'  溝形鋼
　　　　１ｃ　隙間
　　　　１ｃ'  隙間
　　　　２　延長部材
　　　　２ａ　架台板
　　　　２ａ'  取付板
　　　　２ａ"  係止穴
　　　　２ｂ　連結部材
　　　　３　狭締金具
　　　　Ｂ　ボルト
　　　　Ｎ　ナット
　　　　Ｗ　ワッシャー
　　　　ＥＸＡ　エクステンションアーム
　　　　ＨＢ　振動体（油圧バイブロ）
　　　　Ｓ　構造物直下型転圧装置
　　　　ＳＣ　油圧ショベル等の移動車両
　　　　ＳＴ　既設構造物
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